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米
国
最
大
の
マ
イ
ノ
リ
テ
イ
ー

　

ト
ラ
ン
プ
２
・
０
に
な
っ
て
か
ら
、
米

国
の
混
迷
が
続
い
て
い
る
。
米
国
は「
本
来

の
人
格
」
か
ら「
別
人
」
に
な
り
つ
つ
あ
る

よ
う
だ
。
で
は
、
ど
ん
な「
別
人
」に
な
ろ

う
と
し
て
い
る
の
か
？　

　

本
稿
は
、
現
下
の
米
国
で
は
①
「
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
化
②
「
第
三
世
界
化
」
③
「
十

九
世
紀
化
」④「
親
ロ
シ
ア
化
」の
四
つ
の「
別

人
化
」
が
進
行
中
と
の
理
解
の
下も

と

、
そ
れ

ら
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
ト
ラ
ン
プ
下
の
米

国
混
迷
の
本
質
に
迫
る
も
の
で
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
こ
の
四
つ
の「
別
人

格
」（
ペ
ル
ソ
ナ
）
に
取
り
つ
か
れ
た
天
才

で
あ
る
こ
と
を
見
極
め
な
い
と
、
彼
の「
革

命
」の
本
質
は
見
抜
け
な
い
。

①
米
国
の「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
化
」（
以
下
、
ラ

米
化
）

　

米
国
の
多
く
の
都
市
は
、
ラ
米
か
ら
の

移
民
に
満
ち
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
耳
に
す
る

こ
と
が
少
な
く
な
い
。
ラ
テ
ィ
ー
ノ
人
口

は
黒
人
を
凌り

よ

駕う
が

し
、
米
国
最
大
の
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
と
な
っ
た
。
ラ
米
的
な
も
の
は

今
日
の
米
国
社
会
に
浸
透
し
、
日
常
の
一

部
を
な
す
。
そ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
っ
て

か
、
近
時
、「
米
国
は『
ラ
米
化
』
し
つ
つ

あ
る
」と
の
見
方
が
聞
か
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ

イ
ム
ズ
（
Ｆ
Ｔ
）
の
Ｍ
・
ウ
ル
フ
氏
は
こ

う
断
じ
る
。
過
去
四
十
年
の
間
に
米
国
や

欧
州
の
い
く
つ
か
の
国
で
は
貧
富
の
格
差

が
大
幅
に
拡
大
、
所
得
分
配
状
況
が「
ラ

米
国
を
破
壊
す
る

ト
ラ
ン
プ
の“
ラ
米
化
”

テ
ン
ア
メ
リ
カ
的
」に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ

に
つ
れ
て
、
か
れ
ら
の
政
治
も「
ラ
米
的
」

に
な
っ
て
き
て
い
る
、
と
。

　

さ
ら
に
、
氏
は
ラ
米
的
な
も
の
と
し

て
、
著

い
ち
じ
るし

い
不
平
等
、
脆ぜ

い

弱じ
や
くな

統
治
機

構
、
杜ず

撰さ
ん

な
経
済
運
営
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

へ
の
傾
斜
、
政
治
の
不
安
定
性
な
ど
を
示し

唆さ

す
る
。

ペ
ル
ソ
ナ
リ
ス
モ
の
肥
大
化

「
ラ
米
化
」の
極
め
つ
き
は
、
ト
ラ
ン
プ
政

治
に
見
ら
れ
る「
異
常
な
ま
で
の『
個
人

色
』」
だ
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
、
政

治
・
統
治
面
に「
個
人
色
」が
入
り
込
む
こ

と
を
容
認
す
る
政
治
風
土
が
あ
る
。

「
ぺ
ル
ソ
ナ
リ
ス
モ
」（personalism

o

）
と

呼
ば
れ
る
こ
の
風
土
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
で
は
珍
種
で
は
な
い
。
大
ま
か
に
言
っ

て
、
政
府
機
構
が
弱
い
ラ
米
で
は
、
政
治

は
ペ
ル
ソ
ナ
リ
ス
モ
色
が
強
い
も
の
に
な

り
が
ち
だ
。
適
当
な
訳
語
が
な
い
の
で
、

本
稿
で
は
ス
ペ
イ
ン
語
の
ま
ま
表
記
す
る
。

　

他
方
、
日
本
、
西
欧
、（
本
来
の
）
米
国

な
ど
の
先
進
地
域
は
、
基
本
的
に
は
政
府

機
構
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
政
府
は
制

度
上
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
統
治
す
る
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。

　

大
統
領
や
首
相
と
い
え
ど
、
個
人
的
嗜し

好こ
う

、
情
念
、
思
い
付
き
、
恣し

意い

等
に
よ
っ
て

国
政
を
著
し
く
バ
イ
ア
ス
さ
せ
る
べ
き
で
は

な
い
と
い
う
考
え
だ
。
こ
の
制
度
主
義
が
強

い
た
め
、
ペ
ル
ソ
ナ
リ
ズ
ム
は
抑
制
さ
れ
て

い
る（「
制
度
主
義
」：institutionalism
）。

　

制
度
主
義
が
強
い
事
例
と
言
え
ば
、
日

本
を
お
い
て
な
い
。
日
本
で
は
、
制
度
主

義
が
強
す
ぎ
る（
よ
っ
て
、
ペ
ル
ソ
ナ
リ
ス

モ
が
抑
え
ら
れ
、
政
治
判
断
は
し
ば
し
ば

柔
軟
性
を
欠
い
た
も
の
と
な
る
）
と
見
ら

れ
て
い
る
。

　

そ
の
対
極
に
あ
る
の
が（
一
部
）
ラ
米
諸

国
だ
。
ペ
ル
ソ
ナ
リ
ス
モ
が
強
く
、
制
度

主
義
は
抑
え
込
ま
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ

２
・
０
下
の
米
国
も
こ
の
範は

ん

疇ち
ゆ
うだ
。
こ
の

両
極
の
中
間
に
西
欧
、
韓
国
な
ど
が
い

る
。
制
度
主
義
が
基
本
で
あ
る
が
、
ペ
ル

ソ
ナ
リ
ス
モ
も
略ほ

ぼ

々ほ
ぼ

許
容
さ
れ
て
い
る
。

（
本
来
の
）
米
国
も
同
様
だ
。

　

こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
米
国
の
変へ

ん

貌ぼ
う

ぶ

り
だ
。
米
国
で
は
本
来
は
制
度
主
義
が
根

トランプを理解するための「4つのキーワード」(写真提供／ Getty Images)
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付
い
て
い
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
２
・
０
に
な
っ

て
、
ペ
ル
ソ
ナ
リ
ス
モ
の
肥
大
化
と
制
度

主
義
の
後
退
が
激
し
く
進
み
、
米
国
の「
ラ

米
化
」が
起
き
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

い
ま
米
国
で
は
、
多た

岐き

に
わ
た
り
混

乱
、
混
迷
、
弊
害
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　

羅
列
し
て
み
よ
う
。

•
「
ト
ラ
ン
プ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ズ
ム
」

の
突
出
（「
国
益
」よ
り
個
人
の「
利
益
」を

優
先
）

•
大
統
領
が「
全
て
」を「
掌
握
」し
た
が
る

（
強
烈
な
主
人
公
意
識
）

•
大
統
領
令
の
乱
発
（
制
度
の
認
識
不
足
）

•
大
統
領
誕
生
日
に
合
わ
せ
て
の
軍
事
パ

レ
ー
ド
（
二
五
年
六
月
十
四
日
、
ワ
シ
ン

ト
ン
）

•
各
閣
僚
に
よ
る
異
常
な
ま
で
の
ト
ラ
ン

プ
礼ら

い

賛さ
ん

•
プ
ー
チ
ン
氏
へ
の
異
常
な
計
ら
い
と
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
氏
へ
の
過
剰
な
甘
や
か
し

•
習
近
平
氏
、
金キ

ム

正ジ
ヨ
ン

恩ウ
ン

氏
へ
の
ラ
ブ
コ
ー

ル•
ボ
ル
ソ
ナ
ー
レ
前
大
統
領
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

へ
の
異
様
な
思
い
入
れ（
対
ブ
ラ
ジ
ル
異
常

関
税
）

•
弱
者
へ
の
え
げ
つ
な
い
口
撃
（
異
常
な

ま
で
の
攻
撃
性
＝
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
い
じ

め
ほ
か
）

•
民
主
党
が
強
い
州
へ
の
嫌
が
ら
せ（
軍
派

遣
な
ど
）

•
強
烈
な「
被
害
者
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
」

•
国
政
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の「
融

合
」（
利
益
へ
の
執
着
）、
国
政
の
私
物
化

•
法
令
の
軽
視
な
い
し
恣
意
的
運
用

（
含
、
国
際
法
）

•
解げ

せ
な
い
Ｃ
Ｉ
Ａ
幹
部
人
事
介
入

•
軍
高
官
人
事
へ
の
恣
意
的
介
入　

•
統
計
局
長
の
解
雇

•
民
間
企
業
へ
の
営
業
、
人
事
へ
の
介
入

•
自
己
抑
制
の
き
か
な
い
言
動
（
思
慮
不

足
、
短
慮
）

•
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
発
言
、
政
策

•
虚
偽
発
言
の
連
続
（
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル

ー
ス
）

•
多
く
の
政
府
機
関
（
含
、
援
助
機
関
）

の
廃
止
、
な
い
し
弱
体
化

•
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
人
材
の
解

雇
、
な
い
し
、
不
活
用
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
、
軍
、

国
務
省
な
ど
の
幹
部
の
過
激
人
事
）

制
度
主
義
と
の
綱
引
き

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は

米
国
政
治
に
ラ
米
的
ペ
ル
ソ
ナ
リ
ズ
ム
を

過
激
に
注
入
す
る
と
と
も
に
、
制
度
主
義

を
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
に
壊
し
つ
つ
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
ラ
米
人
で
は
な
い
が
、

「
ラ
米
人
」の
魂

た
ま
し
いが
乗
り
移
っ
た
が
如
く
に

振
る
舞
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
通
じ
、
米

国
は
も
と
よ
り
、
日
本
を
含
む
西
側
諸
国

の
国
益
が
毀き

損そ
ん

さ
れ
、
国
際
秩
序
が
不
安

定
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

な
お
中
国
で
も
、
日
本
同
様
、
制
度
主

義
が
強
い
。
強
力
な
共
産
党
官
僚
が
統
治

し
て
い
る
の
で
、
政
治
・
政
策
は
安
定
的

（
ま
ま
硬
直
的
）
で
あ
る
。
政
治
・
政
策
が

不
安
定
な
米
国
と
好
対
照
を
な
す
。

　

中
国
と
ト
ラ
ン
プ
氏
の
米
国
の
綱
引
き

は
、
制
度
主
義
（
中
国
）
と
ぺ
ル
ソ
ナ
リ

ス
モ
（
米
国
）
の
綱
引
き
と
言
っ
て
い
い
。

プ
ロ
集
団
を
動
員
で
き
る
中
国
は
、
制
度

主
義
が
後
退
し
、
プ
ロ
集
団
を
活
用
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
米
国
よ
り
、
基
本
的
に

有
利
な
立
場
に
あ
る
。

　

か
か
る
事
態
の
改
善
・
転
換
を
見
ら
れ

る
の
は
、
ト
ラ
ン
プ
退
任
後
と
な
る
の
か
。

退
任
後
に
は
、
本
当
に
事
態
の
好
転
は
あ

り
得
る
の
か
。

　

私
は
、
こ
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の
過
激
な
ス

タ
イ
ル
は
、
同
氏
退
任
後
、
氏
と
と
も
に

薄
ま
る
と
見
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
ペ
ル

ソ
ナ
リ
ス
モ
は
同
氏
に
特
有
な
気
質
に
由

来
す
る
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
米
国
人
に

シ
ェ
ア
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
か
ら

だ
。
そ
の
意
味
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
政
治

風
土
の「
ラ
米
化
」は
、
表
層
の
変
化
に
過

ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

巷こ
う

間か
ん

で
は
、
ト
ラ
ン
プ
退
任
後
も
ト
ラ

ン
プ
的
政
治
が
続
く
と
見
る
人
が
多
い
。

戦
略
、
政
策
と
い
っ
た
サ
ブ
ス
タ
ン
ス
に

つ
い
て
は
そ
う
だ
ろ
う
。
が
、
こ
と
仕
事

の
ス
タ
イ
ル
に
関
し
て
は
、
前
述
の
よ
う

に
、
ラ
米
的
な
ぺ
ル
ソ
ナ
リ
ス
モ
は
後
退

し
、
制
度
主
義
が
復
活
す
る
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
米
国
の
機
構
・
制
度
は
ず
た
ず

た
に
切
り
裂さ

か
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ら
の
復
旧
、
国
力
の
回
復
に
は

難な
ん

儀ぎ

す
る
可
能
性
が
高
い
。

　

最
後
に
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
天
才
的
能
力

が
は
ら
む
危
険
性
に
つ
い
て
、
ひ
と
言
。

彼
の
よ
う
な
天
才
は
、「
モ
ノ
を
創
造
す

る
」時
だ
け
で
な
く
、「
モ
ノ
を
破
壊
す
る
」

と
い
う
面
で
も
強
烈
な
パ
ワ
ー
を
発
揮
す

る
。
が
、
天
才
は
往
々
、
自
分
の
破
壊
力

へ
の
自
覚
が
な
い
。
何な

ん

人ぴ
と

も
ス
ト
ッ
パ
ー

を
か
け
ら
れ
な
い
ま
ま
破
壊
行
為
が
続
い

て
い
る
こ
と
に
、
米
国
国
民
は
そ
ろ
そ
ろ

気
づ
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

違
和
感
し
か
な
い
犠
牲
者
面

②
米
国
の「
第
三
世
界
化
」

　

加
え
て
、
米
国
は「
新
興
国
化
」し
て
い

る
と
の
見
方
が
拡ひ

ろ

が
っ
て
い
る
。
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
の
ラ
ナ
・
フ
ォ
ル

ー
ハ
ー
氏
は
こ
う
指
摘
す
る（
二
五
年
七
月

十
一
日
付
Ｆ
Ｔ
）。

「
世
界
各
国
の
政
治
的
リ
ス
ク
を
比
較
す

る
と
、
米
国
の
リ
ス
ク
は
格
段
に
高
く
、

い
ま
や
、
ト
ル
コ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
メ
キ
シ

コ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
並
み
と
な
っ
て
い
る
」

　

さ
ら
に
、
米
国
で
は
政
治
家
の
権
威
主

義
的
振
る
舞
い
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
っ
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係
を
強
調
し
て
も
馬
の
耳
に
念
仏
だ
ろ

う
。
赤
沢
大
臣
の
苦
労
が
偲し

の

ば
れ
る
。

　

以
上
が
、
米
国
の「
第
三
世
界
化
」の
あ

ら
ま
し
だ
。
世
界
最
強
の
経
済
パ
ワ
ー
、

覇
権
国
で
あ
る
米
国
、
し
か
も
、
ド
ル
基

軸
制
に
伴
う
特
権
の
上
に
あ
ぐ
ら
を
か
い

て
う
ま
み
を
吸
い
尽
く
し
て
い
る
米
国
が
、

「
中
小
国
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
」と
い
う
見

立
て
ほ
ど
馬
鹿
馬
鹿
し
い
も
の
は
な
い
。

　

特
に
、「
裏
庭
」に
あ
た
る
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
や
カ
ナ
ダ
を
い
じ
め
抜
い
て
い
る
ト

ラ
ン
プ
氏
が
、「
自
分
た
ち
は
犠
牲
者
だ
」

と
言
い
張
っ
て
い
る
姿
は
滑こ

つ

稽け
い

千せ
ん

万ば
ん

だ
。

弱
者
・
犠
牲
者
の
ふ
り
を
し
て
、
諸
外
国

か
ら
む
し
り
取
ろ
う
と
い
う
算
段
な
の
だ

ろ
う
。

③
米
国
の「
十
九
世
紀
化
」

　

さ
ら
に
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が「
十
九
世
紀
的

メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
」を
政
治
の
場
に
注
入
し

て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。

　

特
に
、
彼
が
尊
敬
し
て
い
る
第
二
十
五

代
大
統
領
Ｗ
・
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
（
在
位
一

八
九
七
–
一
九
〇
一
）
の
業
績
、
す
な
わ

ち
、
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
の
保
護
主
義
を
基
盤

と
す
る
高
関
税
政
策
、
並
び
に
帝
国
主
義

的
領
土
拡
張
政
策
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ハ
ワ

イ
併
合
、
グ
ア
ム
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
割か

つ

譲じ
よ
う

な
ど
の
成
果
）
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に
と
っ

て
格
好
の
手
本
（
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
）
と
な

っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
次
の
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

大
統
領
は
、
パ
ナ
マ
運
河
を
米
国
の
支
配

下
に
治
め
る
た
め
の
布
石
を
打
っ
た
。
米

国
の
裏
庭
に
あ
た
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を

外
部
勢
力
か
ら
遮
断
し
、
力
で
支
配
す
る

棍こ
ん

棒ぼ
う

外
交
は
、
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
大
統
領
の

拡
張
主
義
の
延
長
で
あ
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
外
交
が
こ
う
し
た
十
九
世
紀

の
米
国
帝
国
主
義
の
精
神
に
と
り
つ
か
れ

て
い
る
こ
と
は
、
パ
ナ
マ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、

メ
キ
シ
コ
、
カ
ナ
ダ
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

な
ど
へ
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の
強こ

わ

面も
て

の
姿
勢
か

ら
明
ら
か
だ
。

　

氏
の
高
関
税
策
、
弱
者
い
じ
め
も
、
十

九
世
紀
の
遺
産
だ
。「
ガ
キ
大
将
」
的
魂
が

米
国
に
蘇

よ
み
が
えっ

て
き
た
と
見
る
。
ア
ラ
ス
カ

の
名
峰
デ
ナ
リ
の
名
称
を
マ
ッ
キ
ン
リ
ー

に
復
し
た
こ
と
も
、
ト
ラ
ン
プ
的
復
古
主

義
の
一
端
だ
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
ト
ラ
ン
プ
政
治
に
は

時
計
の
針
を
大
々
的
に
巻
き
戻
し
て
い
る

事
例
、
一
九
〇
〇
年
代
、
一
九
三
〇
年
代

を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
ア
ナ
ク
ロ
的
施
策

が
多
い
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
ト

ラ
ン
プ
氏
は
現
代
に
飛
び
込
ん
で
き
た「
十

九
世
紀
の
人
」な
の
だ
。

ロ
シ
ア
よ
り
西
欧
が
お
嫌
い
？

④
「
親
ロ
シ
ア
化
」す
る
米
国
保
守
派
（
背
景

に
、
伝
統
保
守
派
vs.
Ｗ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
の
文
化
戦
争
）

て
お
り
、「
新
興
国
」
並
み
に
権
威
主
義
が

強
ま
っ
て
い
る
。

「
新
興
国
」、
否
、「
第
三
世
界
」
的
な
言

辞
を
拡
散
し
て
い
る
と
い
う
面
で
際き

わ

立だ

つ

の
が
、
こ
れ
ま
た
ト
ラ
ン
プ
氏
だ
。

　

ど
う
い
う
こ
と
か
。
ま
ず
は
、「
米
国
は

被
害
者
だ
」と
声こ

わ

高だ
か

に
叫
ぶ
ト
ラ
ン
プ
氏
の

声
を
聞
い
て
み
よ
う
。
同
氏
は
こ
う
主
張

す
る
。

「
米
国
は
数
十
年
に
わ
た
り
、
多
く
の
国

か
ら
の
輸
出
に
よ
っ
て
犠
牲
を
強し

い
ら
れ

た
。
特
に
、
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
の
産
業
は
中

国
、
ベ
ト
ナ
ム
等
か
ら
の
輸
出
攻
勢
の
犠

牲
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
ト
ラ
ン
プ
関
税

は
正
当
だ
」

　

こ
の「
自
分
た
ち
は
犠
牲
者
だ
」と
い
う

主
張
は
、
植
民
地
主
義
に
虐し

い
た
げ
ら
れ
た
第

三
世
界
に
加
え
、
反
欧
米
感
情
を
持
つ
プ

ー
チ
ン
氏
や
習
近
平
氏
が
多
年
に
わ
た
り

合
唱
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
国
々
が「
犠
牲

者
面づ

ら

」す
る
こ
と
は
、
一
応
理
解
で
き
る
。

が
、
世
界
最
強
の
米
国
が「
犠
牲
者
面
」す

る
こ
と
に
は
違
和
感
が
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
が
第
三
世
界
と
瓜う

り

二
つ
の

「
犠
牲
者
面
」を
見
せ
る
時
、
私
に
は
、
か

れ
ら
の
魂
が
ト
ラ
ン
プ
氏
に
乗
り
移
っ
て

し
ま
っ
て
い
る（
＝
憑ひ

よ

依う
い

）
よ
う
に
見
え

る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
第
三
世
界
的
魂
を「
借

用
」し
、
か
れ
ら
顔
負
け
の
強
烈
な
レ
ト
リ

ッ
ク
を
仕
立
て
、「
怒
り
」
を
爆
発
さ
せ
て

見
せ
た
。
こ
の
演
技
が
、
大
統
領
選
挙
で

役
に
立
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

お
門
違
い
の
主
張

　

か
く
し
て
、
米
国
政
治
は「
第
三
世
界

化
」し
、
関
税
、
関
税
と
叫
ん
で
い
る
。
ト

ラ
ン
プ
氏
は
大
し
た「
役
者
」だ
。

　

と
は
言
え
、
米
国
は
日
本
、
中
国
、
ベ

ト
ナ
ム
な
ど
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
と
の

ト
ラ
ン
プ
氏
の
議
論
は
、
フ
ェ
イ
ク
そ
の

も
の
だ
。「
覇
権
国
」
米
国
は
Ｉ
Ｔ
産
業
に

重
心
を
大
幅
に
シ
フ
ト
し
、
巨
万
の
富
を

築
い
た
。
米
国
は
、
Ｉ
Ｔ
で
稼
い
だ
巨
万

の
資
金
の
一
部
を
斜
陽
地
域
（
の
活
性
化
）

に
振
り
向
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
当
局
は
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
か
ら
の
徴
税

に
は
消
極
的
だ
っ
た
。
製
造
業
、
斜
陽
地

域
を
放
置
し
た
の
は
米
国
政
府
に
他
な
ら

な
い
。
日
本
や
ベ
ト
ナ
ム
が
け
し
か
ら
ん

と
い
う
の
は
、
お
門か

ど

違ち
が

い
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
斜
陽
化
や
赤
字
は
全

て
外
国
の
せ
い
だ
と
本
気
で
信
じ
て
い
る
よ

う
だ
。
同
氏
は
生
来
、「
被
害
者
意
識
」が

強
い
人
の
よ
う
で
、そ
れ
ゆ
え
自
然
体
で「
犠

牲
者
面
」が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。
海
外
の「
悪

玉
」に
仕
返
し
せ
ね
ば
と
言
い
張
り
、
も
っ

て
票
を
稼
ぎ
、
大
統
領
に
返
り
咲
い
た
。

　

氏
は
、
し
ば
し
ば「
日
本
は
け
し
か
ら

ん
」と
叫
ぶ
。
日
本
を
や
り
玉
に
挙
げ
る
の

は
、
氏
が「
第
三
世
界
」
的
魂
に
と
り
つ
か

れ
て
い
る
時
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
魂
が

氏
を
支
配
し
て
お
り
、
氏
が
熱
し
て
い
る

瞬
間
は
、
彼
に
正
論
を
ぶ
つ
け
、
同
盟
関
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近
を
示
す
事
例
は
、
他
に
も
少
な
く
な

い
。

　

た
と
え
ば
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
元
首
席
戦

略
官
を
務
め
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
バ
ノ
ン
氏

は
、
プ
ー
チ
ン
氏
が
傾
倒
す
る
超
保
守
の

思
想
家
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ド
ゥ
ー
ギ
ン

氏
と
、
ロ
ー
マ
で
長
時
間
、
懇ね

ん
ご

ろ
に
話
し

込
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

最
近
、
米
国
の
保
守
の
な
か
に
は
、
ロ

シ
ア
の
保
守
派
に
共
鳴
し
て
、
国
家
と
教

会
の
一
体
化
を
提
唱
す
る
向
き
す
ら
あ
る

（
統
合
主
義
）。

　

ヴ
ァ
ン
ス
副
大
統
領
も
、
こ
う
し
た
保

守
派
の
思
想
に
親
近
感
を
有
し
て
お
り
、

中
世
神
学
を
熱
心
に
学
ん
で
い
る
そ
う
だ
。

混
乱
の
収
束
を
図
る
の
は
…
…

　

と
い
う
次
第
で
、
米
国
と
ロ
シ
ア
の
保

守
派
は
最
近
、
文
化
的
、
思
想
的
な
親
近

感
を
増
し
て
い
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
対
露
姿
勢
に
直た

だ

ち
に
影

響
す
る
と
ま
で
言
う
つ
も
り
は
な
い
が
、

両
国
保
守
派
の
接
近
が
さ
ら
に
進
む
よ
う

だ
と
、
米
露
関
係
を「
変
質
」さ
せ
る
怖お

そ

れ

な
し
と
し
な
い
。
米
露
関
係
の
背
景
と
し

て
、
視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

な
お
、
米
国
と
ロ
シ
ア
の
保
守
派
の
間

に
文
明
的
親
和
性
が
あ
る
の
と
は
裏
腹

に
、
米
国
と
中
国
の
間
に
は
そ
の
よ
う
な

も
の
は
存
在
し
な
い
。

　

無
神
論
の
強
い
中
国
は
、
ロ
シ
ア
の
保

守
派
に
と
っ
て
も
、
米
国
の
保
守
派
に
と

っ
て
も
、
文
明
論
の
次
元
に
限
っ
て
の
こ

と
で
あ
る
が
、「
異
質
」な
存
在
だ
。

　

い
ま
の
米
国
の
混
迷
は
、
天
才
ト
ラ
ン

プ
氏
が
米
国
に
四
つ
の「
別
人
化
」を
仕
掛

け
た
こ
と
に
由
来
す
る
部
分
が
大
き
い
こ

と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
う
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
が
持
ち
込
ん
だ「
台
風
」

は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
時
の
ジ
ャ
コ
バ
ン
派

と
同
じ
く
ら
い
強
烈
な
混
乱
と
破
壊
を
も

た
ら
し
て
い
る
。

　

文
明
論
的
に
言
え
ば
、
米
国
の
よ
う
な

文
明
の「
中
心
」に
位
置
す
る
大
国
が
、
文

明
の「
周
辺
」（
ラ
米
、
第
三
世
界
、
百
年

前
の
米
国
、
ロ
シ
ア
）
か
ら
影
響
や
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
変
身
す
る
と

い
う
姿
は
、
不
思
議
な
構
図
だ
。

　

が
、「
弱
者
」が「
強
者
」に
影
響
す
る
と

い
う
こ
の
構
図
の
含が

ん

意い

は
吟ぎ

ん

味み

に
値あ

た
い
す
る
。

　

今
回
紹
介
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
が
、
米
国

の
迷
い
、
混
乱
、
揺
ら
ぎ
な
ど
を
示
し
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
そ
の
嵐
の
渦う

ず

は
、

天
才
ト
ラ
ン
プ
氏
が
惹じ

や

起つ
き

し
た
部
分
が
大

き
い
。
が
、
混
乱
の
収
束
を
図
る
の
は
同

氏
で
は
な
い
と
い
う
点
だ
け
は
た
し
か
だ
。

　

八
月
の
ア
ラ
ス
カ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

ト
ラ
ン
プ
氏
の
プ
ー
チ
ン
氏
に
対
す
る
異

様
な
ま
で
の
気
遣
い
を
見
せ
つ
け
ら
れ

た
。
一
部
に
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
プ
ー
チ

ン
氏
に
弱
み
を
握
ら
れ
て
い
る（
た
め
に
、

ロ
シ
ア
に
弱
い
）
と
の
見
方
す
ら
あ
る
が
、

真
相
は
藪や

ぶ

の
中
だ
。

　

た
だ
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
ロ
シ
ア
に
は
親

近
感
を
持
つ
一
方
で
、
米
国
に「
お
説
教
」

す
る
西
欧
の
こ
と
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

こ
の
際
、
両
国
関
係
の
底
流
に
あ
る
も

の
だ
け
は
し
か
と
確
認
し
て
お
く
の
が
良

い
。
米
国
と
ロ
シ
ア
の
保
守
派
は
、
文

明
・
文
化
論
の
次
元
で
は
略
々
波
長
が
合

っ
て
お
り
、
親
和
性
が
高
い
と
い
う
点
が

大
事
だ
。

　

キ
リ
ス
ト
教
伝
統
主
義
を
ベ
ー
ス
と
す

る
両
国
保
守
派
の
世
界
観
は
、
い
ま
な
お

十
八
–
十
九
世
紀
的
な
も
の
を
多
分
に
宿

す
。
両
者
の「
文
明
時
計
」の
針
は
、
百
〜

二
百
年
前
で
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

ロ
シ
ア
に
通つ

う

暁ぎ
よ
うし
、
ヴ
ァ
ン
ス
副
大
統

領
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
シ
カ
ゴ
大
学
の
ミ
ア
・
シ
ャ
イ
マ
ー
教

授
の
発
言
が
示
唆
的
だ
。

「
自
分
は
十
九
世
紀
的
人
間
な
の
で
、
十

九
世
紀
的
な
モ
ス
ク
ワ
に
い
る
と
気
分
が

落
ち
着
く
」

　

さ
ら
に
過
激
に
言
え
ば
、
文
明
文
化
論

的
観
点
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
既

述
の
よ
う
に
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
十
九
世
紀

か
ら
、
プ
ー
チ
ン
氏
は
十
八
世
紀
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
現
代
に
飛
び
込
ん
で
き
た「
過
去
の

人
」で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
二
人
の
波
長

が
合
っ
た
と
し
て
も
何
ら
不
思
議
は
な
い

　

ロ
シ
ア
と
米
国
の
超
保
守
派
を
接
近
さ

せ
た
も
の
は
、
西
欧
と
米
国
の
双
方
に
根

強
い
リ
ベ
ラ
ル
勢
力
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

ロ
シ
ア
正
教
会
は
か
ね
て
よ
り
、
Ｗ
Ｏ

Ｋ
Ｅ
（「
社
会
的
な
問
題
に
目
覚
め
て
い

る
、
意
識
が
高
い
」と
い
う
意
味
を
持
つ
言

葉
）
的
な
も
の
に
満
ち
た
西
欧
に
反
発
し

て
い
る
。

　

米
国
の
保
守
派
も
、
Ｎ
Ｙ
、
シ
カ
ゴ
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
な
ど
に
根
強
い
Ｗ
Ｏ
Ｋ

Ｅ
を
目
の
敵か

た
き
に
す
る
。
軍
事
・
外
交
は
別

と
し
て
、
少
な
く
と
も
文
明
文
化
論
の
次

元
で
は
、
両
者
は「
同
志
」な
の
だ
。

　

本
年
二
月
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
開
か
れ
た

安
全
保
障
会
議
に
参
加
し
た
ヴ
ァ
ン
ス
副

大
統
領
は
、
こ
う
言
い
放
っ
た
。

「
自
分
が
欧
州
に
関
し
懸
念
し
て
い
る
脅

威
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
で
も
中
国
か
ら
で
も

な
く
、
欧
州
内
部
に
存
在
す
る
」

　

要
は
、
米
国
の
伝
統
保
守
派
に
と
っ
て

は
、
ロ
シ
ア
は「
お
友
達
」、（
Ｗ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
に

満
ち
た
）
西
欧
は「
忌い

む
べ
き
存
在
」だ
と

い
う
ど
ぎ
つ
い
発
言
で
あ
っ
た
。

　

米
国
保
守
派
と
ロ
シ
ア
の
保
守
派
の
接

う
え
の 

か
げ
ふ
み

文
明
論
考
家
。
一
九
四
八
年
、
東
京
生
ま
れ
。
七
〇
年
、
東
京
大

学
教
養
学
部
を
卒
業
、
外
務
省
入
省
。
七
三
年
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
経
済
学
部
卒
業
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
政
府
代
表
部
公
使
、
メ
ル
ボ
ル

ン
総
領
事
、
駐
グ
ア
テ
マ
ラ
大
使
を
経
て
、
二
〇
〇
六
〜
一
〇
年

駐
バ
チ
カ
ン
大
使
。
さ
ら
に
、
杏
林
大
学
客
員
教
授
、
立
教
大
学

兼
任
講
師
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
を
歴

任
。
著
書
に『
現
代
日
本
文
明
論　
神
を
吞
み
込
ん
だ
カ
ミ
ガ
ミ

の
物
語
』（
第
三
企
画
）、『
バ
チ
カ
ン
の
聖
と
俗　
日
本
大
使
の
一

四
〇
〇
日
』（
か
ま
く
ら
春
秋
社
）
な
ど
が
あ
る
。
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